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瀬戸市事後審査型一般競争入札実施要領 

（趣旨） 

第１条 この要領は、瀬戸市が発注する建設工事及び公共土木施設維持管理等業務

（以下「工事等」という。）のうち、入札後に入札価格の低い者から一般競争入札

に参加する者に必要な資格（以下「入札参加資格」という。）の確認を行い、入札

参加資格を満たす場合に落札者として決定する一般競争入札（以下「事後審査型

一般競争入札」という。）を実施するに当たり必要な事項を定める。 

（対象工事等） 

第２条  事後審査型一般競争入札の実施対象は、予定価格が１億５千万円未満の工

事等のうち市長が定めた工事等（以下「対象工事等」という。）とする。 

（入札参加資格等の公告） 

第３条 事後審査型一般競争入札の入札参加資格及び入札実施の公告は、瀬戸市契

約規則（昭和４０年瀬戸市規則第１８号。以下「契約規則」という。）第７条及び

第８条の規定に基づき行う。 

（入札参加資格要件） 

第４条 事後審査型一般競争入札に参加する者（以下「入札参加者」という。）は、

次の各号に掲げる資格要件を全て備えなければならない。 

⑴ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項の規定

に該当しない者であること。 

⑵ 契約規則第５条第３項に規定する名簿に対象工事に係る業種が登載されてい

る者であること。 

⑶ 対象工事の入札に係る公告の日から開札日までの間、瀬戸市指名停止取扱要

領（平成１３年８月１日施行）に基づき、指名停止措置を受けていないこと。 

⑷ 瀬戸市が行う事務及び事業からの暴力団排除に関する合意書（平成２３年９

月２９日付け瀬戸市長・愛知県瀬戸警察署長締結）及び瀬戸市が行う契約等か

らの暴力団排除に関する事務取扱要領（平成１９年１２月１日施行）に基づく

排除措置を受けていないこと。 

⑸ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づき更生手続開始の申立がな
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されている者にあっては、同法に基づく更生手続開始の決定を受けていること。 

⑹ 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づき民事再生手続開始の申立

がなされている者にあっては、同法に基づく再生手続開始の決定を受けている

こと。 

⑺ 対象工事等の業種に係る建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２７条の

２３の規定による経営事項審査結果の総合数値が一定の数値以上を有するこ

と。 

⑻ 対象工事等と同種の工事等について一定の施工実績を有すること。 

⑼ 対象工事等に配置を予定する技術者が適正であること。 

⑽ 対象工事等に係る設計業務等の受託者又は当該受託者と資本若しくは人事

面において関連がある者でないこと。 

⑾ 次に掲げる届出の義務を履行していない建設業者（建設業法第２条第３項に

規定する建設業者をいう。）（当該届出義務がない者を除く。）でないこと。 

ア 健康保険法（大正１１年法律第７０号）第４８条の規定による届出の義務 

イ 厚生年金保険法（昭和２９年法律第１１５号）第２７条の規定による届出

の義務 

ウ 雇用保険法（昭和４９年法律第１１６号）第７条の規定による届出の義務 

⑿ その他、市長が特に必要と定める条件を満たすこと。 

２ 前項第７号から第９号までに規定する資格要件は、対象工事等の業種及び設計

金額ごとに瀬戸市入札参加者審査委員会規程（昭和４７年瀬戸市訓令第２号）第

１条に規定する瀬戸市入札参加者審査委員会（以下「委員会」という。）が別に定

める。 

（入札参加申請等） 

第５条 事後審査型一般競争入札に参加する者は、事後審査型一般競争入札参加資

格申請書その他指示する書類（以下「申請書等」という。）に必要事項を記入のう

え、入札実施の公告に記載の期日までに提出しなければならない。 

（落札候補者の決定） 

第６条 事後審査型一般競争入札においては、予定価格の制限の範囲内で最低の価
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格で入札した者（最低制限価格を設けた場合には、予定価格の制限の範囲内で最

低制限価格以上の価格で入札した者のうち、最低の価格で入札した者。低入札価

格調査制度による調査基準価格を設けた場合には、予定価格の制限の範囲内で適

正な履行が確保されると認められた価格で入札した者のうち、最低の価格で入札

した者）を落札候補者とし、落札候補者の次の順位の価格で入札した者を次順位

者とし、入札参加資格の確認が終了するまで落札を保留するものとする。 

２ 前項の落札候補者となる者が２以上あるときは、くじにより落札候補者及び次

順位者を決定するものとする。 

（入札参加資格の確認） 

第７条 市長は、開札後に落札候補者の入札参加資格要件（以下「参加要件」とい

う。）を審査し、参加要件を満たす場合は当該落札候補者を落札者とする。 

２ 前項の規定による審査の結果、落札候補者が参加要件を満たさない場合は、当

該落札候補者の入札を無効とする。この場合において、次順位者を新たな落札候

補者とし、前条の規定により当該落札候補者に対する次順位者を決定し、前項の

審査を行うものとする。 

３ 前項に規定する審査は、入札参加者のうち落札者が決定するまで行うものとす

る。 

４ 市長は、前２項の規定により入札を無効と決定した落札候補者に対して、速や

かに入札無効の旨を通知するものとする。 

（入札の中止等） 

第８条 市長は、事故が発生した場合又は入札参加者の不正な行為等により入札を

公正に執行できないと認める場合は、当該入札参加者を入札に参加させず、又は

入札の執行を延期及び中止又は取消しを行うことができる。 

（入札結果の公表等） 

第９条 この要領により入札に付した工事等の入札及び契約に関する情報の公表に

ついては、瀬戸市入札及び契約に関する情報の公表に係る取扱要領（平成１５年

４月１日施行）の定めるところにより公表するものとする。 

（その他） 
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第１０条 この要領に定めるもののほか、必要な事項については、市長が定める。 

   附 則 

   （施行期日） 

 １ この要領は、平成２２年４月１日から施行する。 

   （瀬戸市事後審査型一般競争入札試行要領の廃止） 

２ 瀬戸市事後審査型一般競争入札試行要領は、廃止する。 

  附 則 

この要領は、平成２４年１０月１日から施行する。 

  附 則 

この要領は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、令和３年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の瀬戸市事後審査型一般競争入札実施要領の規定は、施行日以後に公

告する契約について適用し、施行日前に公告した契約については、なお従前の

例による。 

附 則                                   

この要領は、令和４年１２月２７日から施行する。 

 

 


